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点を当てる。A 修道会を研究対象とする理由は、次の 2 点である。第 1 に、こ
の修道会は、1930 年代からブラジル日系人の会員を多く持ち、ブラジルのサン
パウロ大司教区に属している。そのため、日系社会とブラジル社会の双方との
接面をもつ修道会である。第 2 に、100 年というブラジル日系移民史における
日系カトリック共同体を考察する上で有効であると考える。この修道会は、日
系カトリック教会史の中でも比較的初期に創設された日系修道会である。サン
パウロ市郊外にある A 修道会は、1938 年に日本人の要理教育のためにサンパ
ウロで設立された。創設時から日本人家庭のカトリック信者の娘やブラジルで
改宗した移民女性が日本語による布教活動を行い、〈伝道婦4〉として働いた。

































                                            
5 サンパウロ州人文科学研究所が実施した日系人口調査によると、1988 年現在のブラ
ジルの日系人口は 128 万人で、ブラジルにおける日系人の構成比は、一世 12.5％、二
世 30.9％、三世 41.3％、4 世 13.0％、5 世 0.3％、不明 2.1％である。ブラジル日本移
民 100 周年をむかえた 2008 年には、2004 年に誕生した最初の日系 6 世が、「ブラジ
ル日本移民百周年祭にとってシンボル的存在」とされた〔『ニッケイ新聞』（サンパウ



























































































































































































































修道女 9 人のうち、1 人の修道女は病気のためインタビューを行うことができ
























行った。東北大学図書館の OPAC 検索および国立国会図書館目録、CiNii 








































































れている。一人当たりの国内総生産は、2000 年には 3,550 ドルである。ブラジ







































































































民は 781 人（165 家族 733 人、独身者 48 名）であり、1 府 13 県から集まっ
た。この他に自由渡航者 12 人が乗船した。自由渡航者とは、自費で渡航する自
由移民である。「サンパウロ州政府はコーヒー農場の契約移民の導入に際して
は、渡航費 165 円の補助として英貨 10 ポンド（約 100 円）を支給していた。
その内の 4 ポンドは農場主が州政府に返却の義務を負っていた〔『ブラジルに
於ける日本人発展史（上巻）』1941:p266-267〕」。第一回笠戸丸移民のうち半数





とから、最も重点的な募集が行われたからである。    
また、移民会社の契約移民は家族単位であり、その募集要項として、夫婦を






ニョ、グァタパラ、フロレスタ、ソブラードの 6 農場に送られた。しかし、1 ヶ
月もしないうちに、報酬や生活環境に対する不満が強まった。例えば、ヅーモ
ン農場からは 52 家族全員が引き上げ、他の農場では全員が退出してはいない
ものの、多数の移民が脱走、他への移動が相次いだ。1 年 3 ヶ月後の 1909 年 9
20 
 
月に配耕先7で残っていたのは笠戸丸による第一回移民 781 人のうち、191 人
のみであった。農場を出た者は、サンパウロやサントス市内、アルゼンチンに
移転、当時工事が続いていたノロエステ鉄道工事に働いたり、リオやミナス州
に移った。ヅーモン農場から出た中で 9 家族は香山六郎に率いられて同年 10
月にノロエステ線トレード・ピーザ駅サン・ジョアキン農場に移った。これが、
後に日本人の大集団地となるノロエステ線に入った最初の日本人となった。そ
の後、旅順丸で第二回移民 906 人、厳島丸で第三回移民 1432 人が竹村移民会
社の移民事業によってサントスに入港する。さらに東洋移民会社もサンパウロ






業を強化し、1932 年からは満 12 歳以上の渡航者に対して、一人当たり 50 円
の渡航支度金を支給するようになった〔『ブラジル日本移民史年表』1997:p70〕」。
このような日本政府の国策移民によって、戦前の日本移民は約 20 万人の半分









て 1909 年に開設された植民地で、この 5 家族が日本移民最初の土地所有者と
なる。その後、モンソン第 1、第 2 植民地には他の日本人農家も入植し、1932
年には独立農 13 家族、借地農 33 家族の日本人集団地となった。また、日本移
民は無人のノロエステ線にも入植した。1906 年（明治 43 年）、バウルーを起点
にしたノロエステ鉄道はアラサツーバまで開通していた。この鉄道は隣国パラ
グアイとの戦争に備えての軍事鉄道であったため、原始林の中をひたすら西北












この農場には後も日本人家族が配耕されて、1932 年に 10 家族の日本人コロノ
がいた。1919 年になると、その付近にセーラ・グランデ植民地が開設され、
























































民数は 1961 年に 5146 名、1962 年に 1830 名、1964 年に 751 名と減少する。
以後もその数は減少し、1973 年に、最後の移民船となるぶらじる丸が 245 人
の移民を乗せサントスに入港した。 
現在、多くの日系人がサンパウロ市及び近郊に居住している。1964 年のサン
パウロ日本国領事館調査によると、日系人口は 54 万 6963 人であり、サンパウ
                                            
9 人間が住むように設計されたものではなく、物置に利用されることが多い。  




ロ州は 41 万 5000 人、サンパウロ市には約 10 万人である。つまり、1964 年時






ル日本都道府県人会連合会によると、2006 年には 47 都道府県人会がブラジル
には設立されている。多くの県人会が戦後に創設されたが、最も早く設立され
た県人会は、鹿児島県人会である。移民が開始された 5 年後の 1913 年に設立


























第 1 章 ブラジルにおける日系カトリック共同体の変容 
本章では、まずはブラジルにおける日系カトリック共同体の歴史的変遷につ
いて整理したうえで、1930 年代から現在に至るまでブラジルにおいて活動し





月のキリスト聖体祭、10 月 12 日のこどもの日ともされる聖母アパレシーダの











































リック教徒の割合が、1960 年には 93％であったが、91 年には 83％となった。











































1908 年から 20 年の間に、日本からブラジルへ 5 万 8180 人が移民した。そ











                                            











































































初めて洗礼を受け、1920 年に 4 人、1921 年には安田氏夫婦をはじめとする 33



































拠点に行われた。1926 年 8 月 15 日に聖ゴンサロ教会で一人の日本人青年が、
イエズス会のギド･デル･トーロ神父より洗礼を受けたのが最初である。続いて
1926 年 11 月 15 日に聖ゴンサロ教会において日本総領事館からも総領事代理
が参列し、日本人の子ども 48 人に対して集団洗礼が行われた。〔『暁の星』
















こうしたギード神父による布教活動によって、1926 年には 48 人だった受洗者
































































































                                            















































































































































                                            
19 ファゼンデイロ（大農場主）であり、当時ジャラグワに広大な土地を持ってい
た。 































































寄宿制度で 2 ヵ年課程のタイパス家政学校が設立された〔池田 1954:p90〕。家
政学校は裁縫科と家政科とに分かれていた。この家政学校は 1962 年まで続い
た。1971 年にはタイプライター学校を開設し、三交代で授業を行う。1977 年
までにこの学校で 363 名の生徒が学び、131 名の生徒が卒業した〔『緑の地平』
1978:p22〕。モジ・ダス・クルーゼス支部では、1969 年から父兄の要望で幼稚
園を開園したが、1974 年には他の修道会が移転継続することになった。また、














































                                            




















































サンパウロ州にある A 修道会には、2008 年時点における修道女は 21 人いる
（表 1-2 参照）。そのうち、一世である日本人が 9 人、二世が 9 人、三世が 2
人、非日系人が 1 人である。ジャラグワ本部には、一世 5 人、二世 4 人、三世
1 人が集団での修道生活を送っている。修道女の中には、姉妹で A 修道会の会
員となっている人々もいる。また、一世の日本人修道女には、戦前移民の日本





る。例えば、アンナ高橋さんは 1953 年から 2 年間、ジャラグワの寄宿生とし
て裁縫や料理などを学んでいた。現在、日系人の志願者は皆無であり、1990 年
に非日系の修道女がはじめて A 修道会で誓願を立てた。また、表 1-2 には記入
されていないが、2012 年の時点で非日系人の志願者が 3 名いる。 
現在、A 修道会の修道女たちの平均年齢は 76 歳であり、修道女の高齢化が









































また、毎月第 1 日曜日には A 修道会に所属するすべての修道女が集まり、黙









































氏名（仮名） 世代 年齢（生まれ年） 渡伯 入会 誓願 
中川富子 一世 91（1917） 1927 1938 1942 
飯島しきぶ 一世 93（1915） 1935 1940 1942 
中川米子 一世 84（1924） 1927 1940 1943 
中村サダ 一世 89（1919） 1925 1944 1945 
小野雅子 二世 76（1932）  1948 1952 
川原佐知子 一世 78（1930） 1955 1956 1957 
小野春恵 二世 70（1938）  1953 1961 
石井カナエ 一世 76（1932） 1962 1963 1964 
松本ノリ子 二世 77（1931）  1963 1964 
アンナ高橋 二世 77（1931）  1955 1964 
前田ユリエ 一世 74（1934） 1964 1964 1966 
鈴木友恵 二世 67（1941）  1964 1966 
澤田百世 一世 78（1930） 1967 1967 1970 
大島京子 一世 69（1939） 1968 1968 1972 
浜崎えり 二世 58（1950）  1973 1975 
浜崎ゆりえ 二世 55（1953）  1975 1982 
森山あゆみ 二世 48（1960）  1976 1981 
新田春江 三世 46（1962）  1977 1985 
中原初江 二世 46（1962）  1979 1985 
マリア新田 三世 44（1964）  1983 1989 










表 1-2 A 修道会の会員（2008 年時点） 
45 
 





し、A 修道会に所属する戦前移民の日本人修道女は 4 名である。幼少時に渡伯


















表 2-1 各国に入国した海外移民数 
国名 移民数 
アメリカ合衆国 3420 万人 
アルゼンチン 640 万人 
カナダ 520 万人 
ブラジル 440 万人 
出典：日本移民 80 年史編纂委員会『ブラジル日本移民八十年史』（1991）p13-14 







































                                            






































































                                            
31 パウリスタ延長線上にある日本人集住地。サンパウロ市内から 370km に位置する 
32 コロニアとは、ブラジルにおける外国人集住地のことである。ここでは日本人集
住地を意味する。 



































                                            









































































































































【事例 1 中川富子・中川米子姉妹（仮名）】 






航するまで長崎県に滞在し、1927 年におばを含めて 9 人で農業移民としてサ

































































































































                                            
43 中川家の二男はブラジルに渡ってから誕生した。 













ヤへと引っ越し、38 年には富子さんが、40 年には米子さんが A 修道会に入会
するまでのあいだ、彼女らは両親と叔母と共に農業に従事した。 


















島で洗礼を受けたという。1925 年、彼女が 6 歳半のときにマニラ丸で渡伯し
た。9 人兄弟のうち、長男、次男、長女はすでに結婚していたので、彼らは日
本に残った。両親と男 3 人、女 3 人の子どもたちで渡航した。家長である父親













者（コロノ）として雇われており、住居には 1 棟に 2 家族もしくは 3 家族が入
った。到着して 10 日目、4 歳の妹がはしかと熱射病で死亡した。ファゼンダで





校には 2 年しか通わなかった。 
3 年後、ノロエステ線のマリリアという町にあるファゼンダ・セルボンに移









な植民地もあった。マリリアに住みはじめてから 11 年が経ったころ、彼女は A
修道会に入会し、ジャラグワ本部で修道生活を始めた。  
家族は渡伯して 29 年目の 1954 年にサンパウロ市内の土地を買い、家を建て
た。中村さんによると、「二世になったら百姓はしたくない」との思いと、跡継
                                            
45 父の死後、日本の建設会社にこの土地を売ることになる。売った金は、1 人 300




























































































































で高等尋常小学校 2 年ね、ですから 6 年過ぎて、それをさせてもらいま
したよね。だけど、ブラジル学校には本当に裕福な人しか続けて行けな














































































































































































                                            





























































































1942 年 1 月、第 2 次世界大戦によってブラジルが日本と国交断絶を行っ
た。それ以降、日本とブラジルとの間の渡航は禁止されていたが、1952 年に
移住事業を再開した。図 3-1 は、1952 年から 1973 年の間に日本海外協会連
合会、海外移住事業団、国際協力事業団が送出を扱ったブラジルへの移住者数
の推移である。1959 年をピークに 1950 年代後半から 60 年代前半にかけて最







再開した。1952 年 7 月、サンパウロ州マリリアの松原安太郎が東北及び中西
ブラジルへの移民事業、パラ州サンタレン辻小太郎52に北部ブラジルへの移民
事業をそれぞれ申請した。これにより 1952 年 12 月にアマゾン川流域でのジ
ュート栽培に従事するため、辻移民 18 家族 54 人を乗せたサントス丸が日本 
                                            





























農業：自営開拓 農業：公募雇用 農業：指名呼寄 技術 その他























    
サント・アントニオ 1959.5 1970.9 100    
フンシャール 1959.7 1961.2 88 31 31 143 
ジャカレイ 1959.7 1961.3 87 38 33 210 




    
第 2 トメアス 1962.5 1963.7 655 84 83 382 
ピニャール 1962.9 1963.2 60 53 53 311 
グァタパラ 1961.4 1961.11 124
1 
13 
115 106 635 
サン・ロレンソ 1975.9 1976.4 6 2（1） 2 7 
















住み込みで働き、その後は独立を支援されるというものであった。1955 年 9 月、










第 1 に、移住形態の多様性についてである。1952 年から 1983 年までの海外
移住者の年齢を男女別に示したのが図 3-2 である。男性では、21～25 歳の年齢
















単身渡航者の割合が高く、高学歴であることが特徴である。表 3-2 は 1952 年
から 1983 年までのブラジル移住者数を家族・単身者別に表したものである。









1952～1974 7920 40666 10710 51376 
1975 52 163 136 299 
1976 59 191 162 353 
1977 48 158 125 283 
1978 47 154 144 298 
1979 32 113 117 230 
1980 30 105 83 188 
1981 26 84 77 161 
1982 9 25 36 61 
1983 11 42 42 84 
合計 8234 41701 11632 53333 
出典 『海外移住統計（昭和 27 年～平成 5 年度）』国際協力事業団 




























門，旧制中学，新制高等学校）を有する（図 3-3-3，図 3-3-4 参照）。特に、『海
外移住統計』によると、「大学」という学歴を有する渡航者 1941 人のうち、1224
人が単身渡航男性である。鈴木（2005）は、1958 年の日系人口実態調査による



















































































































































表 3-3 渡航前職業別南米移住者数（1952 年～1983 年） 
分類 
  世帯主 







技術者 1117 278 799 19 
教師 212 58 33 63 
保母 74 4   46 
栄養士 24 2 2 13 
看護婦 165 8 2 82 
助産婦 16 1   4 
芸能家 10 3 5 2 
宗教家 70 17 23 20 






家事サービス 26 1   13 
写真家 29 10 15 2 
理容師、美容師 154 25 5 45 
給仕人、女中 36 3 5 20 
料理人・バーテンダー 71 18 39 2 
クリーニング屋 38 16 8 1 
旅館の主人・支配人 17 9 3 1 
浴場 9 2 1 1 
その他 188 33 86 29 
販売業 916 331 234 37 
農林業 20729 6278 4667 276 
管理職 96 62 19 14 
事務職 1597 337 505 382 
漁業 124 61 21 1 





自動車運転手 319 135 134 3 
船員 44 15 23   
通信士 13 3 8   
交換手 15 1   6 
機関士 2 1     




表 3-3 渡航前職業別南米移住者数（続き） 
分類 
世帯主 











大工・左官・とび 256 123 74   
飲食料品製造 69 23 29 2 
洋・和裁師 170 15 4 44 
塗装工 47 17 23 2 
金属材料・金属加工 376 73 280 4 
機械機器組立修理士 547 140 348 3 
その他の工員 550 86 317 36 
土木建築請負 86 40 41 1 
単純労働 178 53 53 6 
自衛隊員 123 17 92   
警官 23 13 9   
駐留軍要員 290 112 47 11 
建設青年隊訓練校 288 9 268 7 
家事従事 3746 135 30 450 
無職 1280 100 164 294 
学校在学中 14828 37 989 35 
就学前 8862   1 2 
その他 682 210 301 17 
不明 7147 1055 1242 109 
合計 66454 10403 11126 2153 








































































































































 1934 年、熊本県で兄 2 人と姉 3 人を持ち、末子として生まれた。小学 5 年










                                            
54 前田さんが洋裁学校に入学していた頃、日本では洋裁ブームが起こり、洋裁学校
に通う女性たちが瞬く間に増加した時代である。井上（2010）によると、1948 年か
ら 1952 年にかけて洋裁学校の数は 10 倍にも増加し、多くの女性が洋裁教育を受け
ていたという。〔井上 2010:p35〕 
氏名 生年月 渡伯（年齢） 入会 誓願 洗礼（年齢） 渡伯前職業 
川原佐知子 1930 1955（25） 1956 1957 日本  
石井カナエ 1932 1962（30） 1963 1964 日本（21） 家事手伝い 
前田ユリエ 1934 1964（30） 1964 1966 日本（18） 洋装店， 
澤田百世 1930 1967（37） 1967 1970 日本（23） 銀行員 
大島京子 1939 1968（28） 1968 1972 日本（18） 事務,修道院 




















日本銀行を 1967 年 9 月に辞職し、12 月には船に乗り、ブラジルに渡った。 
【事例 3：大島京子（仮名）】 















































































































洗礼を受け、カトリック教徒になったということである。1963 年から 5 年間、














































































































Como （e que） se chama?                       
なんという名前か。 
Jiro Yamada.                 
山田次郎です。 
Quantas pessoas são?               
何人家族か。 
Qutro: eu,minha mulher e dois filhos.       
四人です：わたしと妻と二人の息子です。 
É uma boa familia. Alugo-lhe um bom ralhã      
いい家族だ。あなたに一ついい畑を貸しましょう。 
Venha aqui,vou mostrar. Mas,você tem prática de lavoura? 
ここへ来たまえ，見せてあげよう。しかし、あなたは農業に経験があります
か。 
Tenho. Sou agricultor desde que mascí 
あります。私は生まれたときから百姓です。 






想定したものであった。また、例文には夫婦と子ども 2 人の 4 人家族として家
族構成されている。これは政府が募集する家族移民の資格として、「純農業者」



























                                            
61 ただし、世帯夫婦とその子どもによって労働力 3 人以上をもつものはそれほど多
くかなったと思われる。島（1957）によると、昭和 30 年の移民船ブラジル丸に乗船






















「 Este visto nao pode ser transtormado em permanente,no Brasil,sem 
consulta previa ao Ministerio das Relaeoes Exteriores.（このビザは、外交省
への事前協議なしにブラジルにおける永住権に変換することはできません）」、























































































































































親を亡くし、幼少期から A 修道会に預けられ、23 歳で会員となった。しかし、









































































































































で家庭集会を行ったり、ミサの手伝いなどを行った。『 Paroquia sao 
Maximiliano Kolbe』によると、ビリチーバ・ミリンでは 1970 年から松尾神父
によって司牧活動が開始され、牧山緑氏を中心にした信徒会も結成された







































































































































































































































われた。例えば、1916 年開校したコチア小学校では毎週 2 日（各 4 時間）、読
み方と算術を教えることから始め、後に授業科目や時間数も増えていった〔『ブ
ラジルに於ける日本人発展史』1941:p48〕。   










































































































政策がより一層強硬に実施された。1938 年 8 月に外国人入国法施行細則が公
布された。このことは日本移民の子弟教育にも大きな打撃を与えた。農村地帯





校、ドイツ人 7 校、イタリア人 5 校、ポルトガル人 4 校が、サンパウロ州当局
による閉鎖命令を下されたという〔『ブラジルに於ける日本人発展史』
1941:p389-390〕。1938 年 12 月にはブラジル全土の外国語学校に対して閉鎖命
令が出された。サンパウロ州では 294 校、ブラジル全国では 476 校の日本学校

































































                                            
69日本移民への布教活動がサンパウロ州全域（都市部と農村部）で行われたのは、日
本から日本語を理解できる司祭たちがブラジルに渡った 1920 年代後半からである















































開校当初の入学生は 10 名であったが、次々と入学申込があり、1928 年 12 月
には生徒が 30 人ほど在籍していたという〔『暁の星』1955:p73〕。1931 年には、
生徒の増加により、寄宿舎をあわせもった本校舎がイピランガに建設され、社
団法人としてブラジル政府公認となった〔『暁の星』1955:p74〕。1950 年には中
学部が開設され、1954 年には 400 人以上の第一期中学部生が卒業した。1955
年時点で、午前は中学部、午後は小学部と幼稚部が授業を行われた。日本語科
も開設され、100 人以上の生徒が在籍していた。寄宿生は約 60 人であり、その
ほとんどが日系人である。寄宿舎では、第 1 と第 3 日曜日に日曜学校が開催さ









                                            













てた。また、家政学校の 1 期生であるアンナ高橋さんは 1955 年から中学校や
師範学校で一般教育を受けながら、志願者として A 修道会に属し、1964 年に
誓願を立てた。 
1943 年、小学部では小学 3、4 年が開設され、一人のブラジル人教師が教え
た。この時、当時 8 歳だった山田さんは寄宿しながら小学部で学んだ。開設当
初は通学生ばかりであったが、徐々に寄宿生も増えていった。裁縫学校では、
15 歳から 18 歳までの女子生徒が学んだ（図 4-4 参照）。教師は修道女たちであ
った。中村サダさんは、1945 年からジャラグワ本部の小学校の寄宿生 10 人（女
子生徒）と裁縫学校の女子生徒の監督に従事し、日本語と手芸を教えていたと
いう。 
1953 年には、家政科と裁縫科が設けられた 2 ヵ年課程の家政学校が新たに
設立された。同年、寄宿舎を建設し、サンパウロ州内陸部からも多くの女子子
弟が家政学校に入学した。この時、サンパウロ郊外にあるスザノ市出身のアン
ナ高橋さんは 15 歳で寄宿生として家政科に入学した。1966 年には 76 人の女
子の日系子弟が在籍し、一日 3 交代制で裁縫学校の授業が行われた73。また、
1943 年、A 修道会はバストスに「分校」として家政科と裁縫科からなる「サン
                                            
71 赤間学院の前身 
72 後述するが、A 修道会の会員となり、のちに退会した。（第 3 章参照） 




タ・テレジーニャ家政学校」を開設した。開校時には 1 クラス 30 人の生徒で
あったが、1954 年には 2 教室を増築し、裁縫学校や夜学校も開設した。 
 では、このようなカトリック系のフォーマルな子弟教育の場である「学校」


















































にバストスと同様にブラジル拓殖組合により開発された。A 修道会から 2 人の





























ック信者である（図 4-1 参照）。 
一方、図 4-2 はこれまで A 修道会の指導司祭と修道女たちが布教した主な地
域である。1950 年代の A 修道会本部のあるジャラグワの在住日系人数は、隣












































ないように」って。ですから、1 週間や 2 週間くらいでって絶対（受洗）






























図 4-3 1950 年代中頃の日系信者数が多い布教地 














































































































































































































































                                            







































































子どもたちが 50 人くらい集まってましたね。みんな 5、6 人で分けてね、






































































                                            
































小学校になった。現在、A 修道会は、日系修道女 1 人が事務職員として勤めて
いるが、学校運営にはまったく関わっていない。 





















図 4-5 馬車で布教地へ向う修道女たち 
 













































































































本部には 2012 年時点で 12 人の修道女が共同生活を送っている。そのため、食
事担当82の修道女は 12 人分の食事を用意しなければならない。朝食は、基本的
                                            










表 5-1 昼食メニュー 
日付 昼食メニュー 
8 月 19 日 ご飯 サラダ 
フェジョン  牛肉焼き  野菜炒め  アボカド 
きゅうりビール漬け  大根と肉の煮物 
8 月 20 日 ご飯 サラダ 
フェジョン  ミートソースパスタ  漬物 
アボカド  塩ケーキ 
8 月 25 日 ご飯 サラダ 
マンジューバソテー  ジャガイモ 
ズッキーニとパプリカの炒め物  ステーキ 
8 月 29 日 ご飯 サラダ 













いるのだろうか。表 5-1 は、4 日分のメニューである84。主食は米飯である。風
味がある日本米に粘り気の少ないブラジル米を混ぜて炊く。「MOMIJI」と書か
れた日本米はサントス在住の飯島しきぶさんの息子が 8 月上旬に持ってきたも
                                            
83 2011 年時点で 4 名の男性労働者を雇用している。 








など日本の家庭料理が並ぶこともある。8 月 19 日の昼食メニューはご飯、サラ
ダ、フェジョン、牛肉焼き、野菜炒め、きゅうりのビール漬、アボガド、大根
と肉の煮物である。煮物は醤油をベースにするなど日本的な味つけである。ま
た、食卓には〈精進料理ばかり〉と語るほど野菜が多く並ぶ。里芋は 8 月 21 日






















                                            
































































A 修道会が運営する黙想の家は、一日食事つきで 35 ヘアル87で利用できる。
これは、他の黙想の家と比較しても安価なほうだという。夫婦など 2 人で利用






応などで A 修道会全体が慌ただしくなる88。多いときには約 60 人の利用者が
いるため、食事の支度は一苦労である。例えば、46 人の団体が黙想の家を利用
                                            































こうした売店での物品販売も重要な A 修道会の収入源となる。8 月第 4 日曜
日の一日の売上を表 5-2 に示した。延べ 18 人が売店で商品を購入し、売上金
















図 5-6 陳列棚の商品  
（酢類、薬草、アロマオイルなど） 
Pimenta vinagre 
Pimenta pasteleiro     
Guaco 









Doce de mamao 
Geleia de tomate   Geleia de laranga 
Mel puro Silvestre  Mel bracatinaga 
 
Doce de lite  Doce de maman 
Doce de goiba 
Geleia de maman  Geleia de mamao 
Geleia de jabuticaba 
Doce de uva  
Doce de morango 
Doce de laranga  
Geleia de morango 
Doce de banana 
Doce de abobora 
Doce de jalutuabo 




Vinagre de caqui  
Vinagre de uva 
（水煮、ピクルス類など） 
Broto de bambu 





Vinagre de tempanado 
Suco natural jabuticaba 
 
（リキュール類、ワイン、梅酒など） 
Licor caseino    Licor abacah  
Licor jabuticaba  Licor rome 
Licor sugne 
Vinhos     
Umeshu 
                           
表 5-2 一日の購入者と売上金 
購入者 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 合計 










利用される。1971 年から毎年 11 月第一日曜日に慈善バザーを開催し、調査期













バザー当日は、9 時から 18 時までさまざまな催し事が行われる。来場者に配
布されたプログラムには、次のような内容が記載されている。 
 
Bazar→artigos para presents de Natal, artesanatos, cerâmicas, ropas 
variadas, e muito mais 
（バザー→クリスマスプレゼント用商品、手工芸品、陶磁器、さまざまな衣類
など） 
Restaurante→pratos típicos japonês〔sushi e yakisoba〕 
（レストラン→日本食〔すしと焼きそば〕） 
Jogas→Bingo e joguinhos para toda criançada 
（ゲーム→ビンゴ、子どものためのおもちゃ） 
Ainda→Delicioso sonhos,tempurá,doces,salgadinhos,conservas,  






















きそばを食べることができる。巻き寿司 1 本 6 ヘアル、いなり寿司 1 パック 5
ヘアル、巻き寿司といなり寿司の詰め合わせ 1 パック 7 へアルで販売される。
焼きそばは 1 皿 5 へアルである。パンが 1 斤 5 ヘアルだから、〈すし〉や焼き 
 
 
                                            
89 馬小屋でのイエス誕生を人形で再現した飾り  



































                                            
































































































る。2008 年には 4 樽の味噌を仕込んだ。4 樽のうち 2 樽分は、製造前からすで




























































































































                                            
94 現在、普段から親交がある隣町の非日系女性もまた慈善バザーの準備には知人女
性を連れてくるなど、多様な婦人ネットワークが A 修道会を支えている。 















った。一方で、ナザレ聖母婦人会の設立から 2 ヵ月後の 1953 年 4 月には宗教
と関わりのない婦人会が発足した。しかし、カトリックに入信する婦人が多く



























 井上満子さんは 1923 年 9 月 18 日に福岡県福岡市で長女として生まれた。
10 人兄弟の第 3 子であった。父親は染物屋をしていた。1937 年、家族 9 人（父、









                                            
96 1919 年、北海道生まれ。6 人兄弟の長男。 
97 ナザレ地区はサンパウロ州最大のジャガイモ生産地となった。  










































・ボーロ デ ショコラッテ サンチスタ 
・カリトーフ 
・カレモチ米御飯 



















































































































































1963～64 田小森アンナ 東美代子 
1965 田小森アンナ 井上満子 
1966 田小森アンナ 菊地恵美子 
1967 田小森アンナ 乾礼子 
1968 田小森アンナ 荒木文子 
1969 田小森アンナ 黒川清子 
1970 田小森アンナ 井上満子 
1971 井上アパレシーダ 佐藤ヒデ 
1972 井上アパレシーダ 井上満子 
1973 井上アパレシーダ 小野民子 
1974 井上アパレシーダ 井上満子 















図 5-4 復活祭で並ぶ日本料理とブラジル料理の数々 




















図 5-8 すしを巻く日系女性たち 





図 5-10 レシピが書き込まれた料理本（上：表紙裏、下：裏表紙裏） 
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   ファゼンダにはいった。宗教的行事はほとんどなかった。マラリアの
ために犠牲者だしたところもあった。お経もない簡単な葬儀がでた。墓
には卒塔婆の代わりに白木の十字架をたて、裏側には横に「ほとけ」の





































出資によって売り出された 2000 アルケールの 2 つの地域を呼んだ。1917 年に
は土地測量隊員として徳田八十八と渋谷駒平が入植し、1918 年 2 月には毛利
哲夫・伊三などが入植した。1918 年 10 月には北海道から小笠原尚衛の一族の
167 
 










用地と学校敷地をあわせた 5 アルケールの土地を日本人会に寄贈した。5 アル
ケールの土地は、小笠原一家が長崎港への道中で大阪を通過した際、大阪毎日
新聞社から寄付された 500 円で購入され、小笠原州馬、猛、喬の若者 3 人が伐
採・整備した〔『拓魂』1968:p44〕。 
アルバレス・マッシャードで毎年開催される「招魂祭」のパンフレットによ
ると、1919 年から 1943 年までに 784 名103が埋葬され、1919 年 11 月 19 日に
死亡した渡辺浅江 2 歳が最初の埋葬者であるという。一方、アルバレス・マッ





1933 年から 38 年にかけて約半数の日本人入植者が死亡したことがわかる。こ
の時期はプレジョン植民地の最盛期であり、約 1500 家族いたという。また、
過去帳に俗名や享年などが記録されている埋葬者 664 名のうち 324 名が、数え
年で 1 歳から 3 歳までの幼児である。当初、母親の無理な労働や医者の不在な
どによって死産児も多く、墓地管理者であった宮下倉吉は「釈早世児」と戒び
ら名をつけた〔『拓魂』1968:p46〕。さらに、現在のアルバレス･マッシャード日







日系のブラジル人 1 名が含まれている。 


































1918 1920 1922 1924 1926 1928 1930 1932 1934 1936 1938 1940 1942






ッシャード日本人墓地では、50 年代後半から 10 名の遺骨が新たな墓地へと移
転された（表 6-1 参照）。移転した遺骨の多くが 1930 年代に死亡した入植者た
ちの遺骨であり、死後 30 年以上経過した 60 年代に遺骨の移動が行われた。ま
















表 6-1 アルバレス・マッシャード日本人墓地から移転された遺骨 
俗名 移転した年 死亡した年 享年 備考 
N.T 1957 年 1931 年 48  
K.M 1962 年 1920 年 39 サンパウロへ 
N.M 1966 年 1927 年 1  
M.K 1968 年 1932 年 20  
H.T 1967 年 1933 年 2 サンパウロへ 
H.W 1967 年 1933 年 44 サンパウロへ 
H.Y 1967 年 1932 年 不明 サンパウロへ 
O.T 1976 年 1936 年 34  
K.E 1987 年 1936 年 71  
H.K 不明 1937 年 67 オズバルドクルースへ 
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従事する日本移民が 85 家族いたという〔池田 1954:p154〕。 
コチア市のほぼ中央に位置する K 墓地は 1856 年に創設された公営墓地であ



































表 6-2 墓碑（正面）の表記 












個人墓 ●●之墓 28 単数 21 
複数 7 
家連名 ○○・○○家之墓 4 複数 4 
個人連名 
夫婦墓 
●●・●●之墓 4 複数 5 
●●・●●夫婦之墓  1 








9 単数 3 
複数 5 
不明 1 
個人墓 1 単数 1 
家連名 1 不明 1 
個人連名 
夫婦墓 


















      神原木平 明治十六年七月十六日生 










































































 2008 年 3 月、現地調査の拠点である A 修道会には一人の女性が日本から訪
れていた。戦後移民である大島京子さんの義姉である。ブラジルでの義妹の元










浜地区に生まれた。1945 年 4 月 1 日、沖縄本島にアメリカ軍が上陸すると、





く、1955 年には伊佐浜地区住民 32 戸約 140 人が家屋や農地を強制接収され
た。当時の琉球政府が仲介となり、57 年、金城氏をはじめとした伊佐浜地区の








2011 年 12 月、金城氏は、故郷である沖縄県から先祖を〈ウンチケー〉した
戦後移民である。〈ウンチケー〉とは沖縄県の方言であり、祖先崇拝の対象物を
他の場所に移転することをいう。具体的には、日本から位牌や遺骨などを移す
                                            



























表 6-3 日本から〈ウンチケー〉した遺骨 
 死亡者の氏名 続柄 死亡年月日 概要 
１ 金城トモ子 姉 1943/12/21 戦死，遺骨なし 
２ 金城安政 弟 1945/4/6 戦死，遺骨なし 
３ 金城サト子 妹 1945/4/6 戦死，遺骨なし 
４ 金城トミ 母 1945/4/6 戦死，遺骨なし 
５ 金城安清 祖父 1954/12/12  
６ 金城安輔 父 1991/1/23  










































































 サンパウロ市郊外に暮らす田村和人氏（仮名）は、鹿児島県で 9 人き 
ょうだいの二男として 1936 年に生まれた。1956 年に、20 歳でコチア移民と
して渡伯した。1960 年に独立農となり、1964 年には日系二世の愛子さんと結 
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さんは二世である。父は 1929 年にブラジルに移住した。 








































































【事例 1 井上満子（仮名）】 
井上満子さんは 1923 年 9 月 18 日に福岡県福岡市で長女として生まれ、1937
年、家族 9 人（父、母、子ども 7 人）で 14 歳の時にブラジルに渡った。洗礼
を受けたのは 25 歳頃だった。ナザレに引っ越し、熱心なカトリック信者であ
った中川幹夫さん（仮名）に出会ったことがきっかけである。その後、満子さ










































                                            














表記されている。仏壇の引き出しには年忌やお盆（7 月 15 日）の際の香典袋が
27 袋も残されていた。どの人からいくらもらったかを記録しておく。そして同
じような場面で相手側に同じ金額を贈るという。お金は年忌の際にふるまう飲
食代などに使う。平均 30～50 へアルの香典が贈られ、マリアさんの夫が 250
へアルで最も多かった。 
 




















には 12 人が埋葬されている。他の 2 人も祀られているが、死産のため遺骨は
埋葬されていない。12 人のうち 10 人の遺骨を洗骨した。テレーザさんは、J3
と J4 の洗骨に立ち会った。また、奥地で亡くなった J1 と J2 は奥地からサン
パウロに〈ウンチケー〉するときに洗骨を行ったという。洗骨の方法を教えて




は、沖縄系シャーマンの Y さんが中心的な役割を果たしているが、Y さんの宗
教世界は沖縄や日本、ブラジルの要素を習合している。彼女の祭壇には、シー
サーやアマテラスオオミカミ、ノッサ･セニョーラ･デ･ファチマ（Nossa 












                                            
114 カトリック教会から「ブラジルの守護聖人」として正式にローマ教皇ピオ 11 世















































図 6-4 家庭祭壇 
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